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1.はじめに
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なぜマルトグループなのか？

マルトグループは「マルトは、地域のライフラ
インを守ることが使命と誇りです！」という
「マルトの使命」を掲げており、地域密着の考え
とお客様との共存意識が非常に高い企業である。
「常温」「チルド」「冷蔵」の各センターに、い
つ大型災害がおきても住民支援が可能な備蓄を抱
えており、また、過去の災害の経験などから自社
保有の給水車を準備している。イームズロボティ
クスとしては、平時のお客様の利便性を追求する
ことはもちろん、災害、緊急時など有事の準備を
しているマルトグループに、当社ドローンを活用
した実証実験のパートナーとなってもらうことで、
社会実装を前提としたリアリティのある実証が可
能になると判断した。

※株式会社マルト公式ホームページより

今回の実証実験を行うにあたり、当社が想定するシナリオを実証するた
め、福島県いわき市を中心に展開するスーパーマーケットチェーン「株式
会社マルト」の協力を得て、実証実験を行うこととする。

提案資料より抜粋



2-1.業務の目的
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【平時の配送】

マルトグループは電話やネットで受注した商品を高齢者施設等へ車両

配送している。この配送の一部をドローンに置き換えた場合のオペレー

ションフローを検証する。

【有事の配送】

大規模災害により分断地域に取り残された被災者が発生したことを想

定し、1回目に衛星電話をドローン配送、被災者との直接の通話で必要物

資を確認した上で、2回目以降の配送時に必要物資をスピーディーに配送

する検証を行う。

ドローン実証実験にあたり、業務の目的を以下の通り明記する

本実証は「マルトグループ」の現状配送業務をドローンに置き換えた場合のオペレーションフローを検証する「平

時」の配送と、災害時・緊急時における「有事」のドローン配送について実証実験を行う。特に有事において「今こ

の瞬間被災者が必要なものを届ける」これは当社が能登半島地震の救援活動において、緊急で取組みたかったが、準

備が整わずにできなかった「新規性と社会実装の実現性」が高い「ドローンを活用した命を支える救援活動」の実証

実験である。

業務の目的

2024年1月イームズロボティクス
能登半島被災地における支援活動の様
子

提案資料より抜粋



2-2.業務の目的
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【実証１】「高齢者施設等へのドローン配送サービスの効率化に関する実証実験」

ドローン離陸ポイント

拠点A 配送

拠点B

ドローン着陸ポイント
荷物を取り出し
発注様へ受け渡す

③衛星電話で
必要物資を伝える

【実証２】「大規模災害による被災者を想定した必要物資の緊急輸送に関する実証実験」

③-2 ドローン帰還

⑤【2回目】必要物資の配送

拠点C

拠点D

②【1回目】衛星電話の配送

必要物資

衛星電話
ドローン離陸①車両で被災地近くまで移動

④必要物資の準備

①車両で離陸ポイントまで移動

②商品の配送

③商品受け取り

④ドローン帰還

平時

有事

提案資料より抜粋



2-2.業務の目的
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【実証１】「感染症：インフルエンザ遠隔診断済み患者への物資配送」

ドローン離陸ポイント

マルト本部

マルト本部

②衛星電話で
必要物資を伝える

【実証２】「災害による被災者を想定した必要物資の緊急輸送に関する実証実験」

③ ドローン帰還

⑤【2回目】必要物資の配送

模擬患者

模擬被災者

①【1回目】衛星電話の配送

必要物資

衛星電話

ドローン離陸

④必要物資の準備

①薬剤師によるオンライン診断

②商品の配送

③商品受け取り

④ドローン帰還

平時

有事

マルトグループ薬剤師様の協力により、シナリオをより具体化

最終的な実施案



平時のシナリオ
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【平時】
・シチュエーション：自由な移動手段がなく、通院が困難。

急性期（感染症：インフルエンザ遠隔診断済み）
①インフルエンザＡ型（市販の検査キットで陽性、電話受診）
②昨日から発熱あり
③喉の痛みがある。つばを飲み込むと痛い
④今使用している薬、健康食品、サプリメントはなし

・OTC：経口補水液、トローチ
・医療用医薬品：解熱鎮痛剤、抗インフルエンザ薬
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【有事】
・シチュエーション：急性期（ケガ）
①災害（地震）により隆起した道路で転倒
②けが（傷、出血は少ない）、打撲症状がある
③痛みもある
④今使用している薬、健康食品、サプリメントはなし

・OTC：ガーゼ、サージカルテープ、痛み止め（内服）
・医療用医薬品：消毒薬、消炎鎮痛外用薬、抗生剤

有事のシナリオ



2-3.業務の目的（使用予定ロボット）
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１通常配送用機体： UAV-E6150MP

イームズロボティクス製
UAV-E6150MP

※上記は目安で、搭載条件、気象条件、飛行速度、飛行高度などにより異なる場合がある。

No 項目 スペック

1 寸法 軸間(1501mm)×全高(754mm )

・飛行計画による自動飛行

・プロポによるマニュアル飛行

3 飛行時間※3 約17分

4 最高飛行速度※3 約80km/h(約22m/s)

5 飛行高度※3 約4000m

6 耐風性能 風速10m/s

7 最大ペイロード ５ｋｇ

8 積載可能寸法 縦260mm×横350mm×高さ190mm

・バッテリー残量基準値以下による緊急帰還

・プロポ通信断等による自動帰還

・GeoFence機能による経路逸脱防止

（自律飛行時は強制帰還に移行）

2 飛行制御

9 安全機能

搭載予定衛星電話
イリジウム Extreme 

(TM)を想定

輸送用段ボールサイズ
※外寸寸法 単位mm
：縦260×横350×高さ190

提案資料より抜粋



3-1.業務の内容 平時の配送実証シナリオ

マルトグループの関連施設から高齢者施設まで、車両との業務分担により、日用品の配送を行う。荷物受け渡
し後、離陸地点まで帰還する一連の流れを検証
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【実証内容】
・日用品等のドローン配送の実証
配送物：日用品
離陸地点：●着陸地点より2km以内を予定
着陸地点：●特別養護老人ホームハートフルなこそ
飛行距離：往復約4km
飛行レベル：3.5
使用機体：E6150MP
受け渡し：収納ボックスから取り出す

※配送予定施設は「平時・有事」ともに
同施設

第一候補
ハートフルなこそ
〒974-8261 福島県いわき市植田町
小名田

※自治体と他候補も含め検討の上、
最終決定

配送予定地（業務実施予定地）

①マルト東田店 ②酒のマルト東田店 ③くすりのマル
ト 東田店
④酒のマルト中岡店 ⑤マルトSC中岡店 ⑥くすりのマ
ルト中岡店

②③

●着陸地点
ハートフルなこそ

●想定離陸地点
半径2Kmから選出

①④
⑥⑤

②③

平時

提案資料より抜粋



3-2.業務の内容 有事の配送実証シナリオ

マルトグループの関連施設から被災想定地まで、2回のドローン配送を行う。（1回目：衛星電話、2回目：電話
で指定のあった救援物資）。荷物受け渡し後、離陸地点まで帰還する一連の流れを検証。
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イームズロボティクスは2024年1月9日より能登半島地震の

救援活動に参加した。その経験より、分断地域から動けない

被災者の救助にあたり、まず必要物資を把握するため衛星電

話を送り、「今本当に必要なもの」をドローン配送すること

が命を支える活動になると認識した。

今回の実証２（有事）では「①衛星電話を配送→②必要物

資の把握→③必要物資の配送」をスピーディーに行うという

実証実験を予定している。

【実証内容】
・衛星電話、必要物資のドローン配送の実証
配送物：衛星電話、日用品など
離陸地点：●着陸地点より2km以内を予定
着陸地点：●ハートフルなこそ
飛行距離：往復約4km
飛行レベル：3.5
使用機体：E6150MP
受け渡し：収納ボックスから取り出す

●着陸地点
ハートフルなこそ

●想定離陸地点
半径2Kmから選出

①マルト東田店 ②酒のマルト東田店 ③くすりのマル
ト 東田店
④酒のマルト中岡店 ⑤マルトSC中岡店 ⑥くすりのマ
ルト中岡店

①④
⑥⑤

2024年1月イームズロボティクス
能登半島被災地における支援活動の
様子

ハザードマッ
プ

②③

有事

提案資料より抜粋



4-1.業務実施予定地
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• 本実証実験の実施予定地は「ハートフルなこそ※１」と、近隣マルトグループ関連施
設を予定

• 株式会社マルトは、いわき市と地域活性化包括連携協定を結んでいる

• 業務実施予定地は自治体と検討し最終決定する（P9、P10にマルトグループ候補施
設を明示）

参考
URL

https://www.maruto-
gp.co.jp/effort/25190/

⑴ 災害対策、防災・防犯に関すること
⑵ 子ども・高齢者・障がい者支援に関すること
⑶ 市政情報の発信及び観光情報の発信に関すること
⑷ 地産地消の推進及び産品の販売促進に関すること
⑸ 健康増進、食育に関すること
⑹ 環境保全、環境活動の支援に関すること
⑺ ICカードの活用に関すること
⑻ その他、地域の活性化及び市民サービスの向上に関すること

地域活性化包括連携協定

※１住所：福島県いわき市植田町小名田

提案資料より抜粋



4-2.業務実施予定地
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１拠点Aの候補(日用品配送)

店名 住所

本 部いわき市勿来町窪田十条3番1

マルトパワードラッ

グ 窪 田 店いわき市勿来町窪田十条3-1-3

く す り の マ ル ト

鳥 居 店いわき市錦町綾ノ内121番地

く す り の マ ル ト

東 田 店いわき市佐糠町東１－２－２

く す り の マ ル ト

玉 川 店いわき市小名浜住吉字道下34

く す り の マ ル ト

平 店いわき市平字作町２丁目１－１６

マルトパワードラッ

グ 内 郷 店いわき市内郷内町堤田１３３番1

マルトパワードラッ

グ 中 岡 店いわき市中岡町６－９－１２

く す り の マ ル ト

泉 店いわき市泉町一丁目３２番３

く す り の マ ル ト

釜 の 前 店いわき市常磐上湯長谷町山ノ神前２４－３5

く す り の マ ル ト

湯 長 谷 店いわき市常磐下湯長谷町道下１０

く す り の マ ル ト

神 谷 店いわき市平下神谷字後原６２－１

く す り の マ ル ト

ニュータウン店いわき市中央台飯野１－３５－１

マルトパワードラッ

グ 四 倉 店いわき市四倉町字鬼越１３８―４

マルトパワードラッ

グ 君 ヶ 塚 店いわき市小名浜大原字北君ヶ塚171番1

マルトパワードラッ

グ 好 間 店いわき市好間町中好間字田中6番地

マルトパワードラッ

グ 高 坂 店いわき市内郷高坂町八反田５５

く す り の マ ル ト

健康の森 岡小名店いわき市小名浜岡小名字高田10-1

く す り の マ ル ト

健康の森 平窪店いわき市平下平窪字四左エ門内１６－１

マルトパワードラッ

グ 城 東 店いわき市平字城東3丁目1-1

く す り の マ ル ト

草 野 店いわき市平下神谷字仲田85番地

く す り の マ ル ト

尼 子 店いわき市平字尼子町3-1-2

拠点Bの候補(緊急物資配送)

ドラッグストア マルトスーパーマルト
店名 住所

鳥 居 店いわき市錦町綾ノ内121番地

君 ヶ 塚 店いわき市小名浜大原字下小滝１５８－２

谷 川 瀬 店いわき市平谷川瀬二丁目１１番地１０

川 原 田 店いわき市内郷綴町仲田26番地の6川原田117

玉 川 店いわき市小名浜住吉字道下34

泉 店いわき市泉町一丁目３２番３

平 窪 店いわき市平下平窪山土内町3-1

上 中 田 店いわき市錦町上中田７

高 坂 店いわき市内郷高坂町八反田５５

平 五 町 目 店いわき市平字五町目17番地の12

い わ き 市
医療センター前店

いわき市内郷御厩町久世原248

つ づ ら 店いわき市内郷綴町仲田26番地の6

洋 向 台 店いわき市洋向台4丁目1番3

下 湯 長 谷 店いわき市常磐下湯長谷町道下10

林 城 店いわき市小名浜林城字辻前3番地2

窪 田 店いわき市勿来町窪田十条3-1-3

遠 野 店いわき市遠野町上遠野字本町67-2

平 尼 子 店いわき市平字尼子町3-1-2

下 平 窪 店いわき市平下平窪字四左エ門内29-2

岡 小 名 店いわき市小名浜小名浜字高田10-1

草野国道沿い店いわき市平下神谷字仲田２４番

ア ス カ 店いわき市内郷宮町金坂２５０番地の２

調剤薬局 マルト
店名 住所

駅前店 いわき市勿来町関田西1-2-2

ＳＣ窪田
店

いわき市勿来町窪田十条3-1-2

錦店 いわき市錦町ウツギサキ48-4
東田店 いわき市佐糠町東1-7-4

ＳＣ中岡
店

いわき市中岡町6-1-8

玉川店 いわき市小名浜住吉字搦26-1
泉店 いわき市泉滝尻1丁目7番3
神白店 いわき市小名浜下神白字館ノ腰22-1
ＳＣ君ヶ
塚店

いわき市小名浜大原字北君ヶ塚170

岡小名店 いわき市小名浜岡小名岸前47
内郷店 いわき市内郷内町堤田118
釜ノ前店 いわき市常磐上湯長谷町山の神前24-35

ＳＣ湯長
谷店

いわき市常磐下湯長谷町道下10

ＳＣ湯本
店

いわき市常磐下湯長谷町道下10

ＳＣ高坂
店

いわき市内郷高坂町八反田55

平白土店 いわき市平作町3丁目1-8
神谷店 いわき市平下神谷立田帯18
ニュータ
ウン店

いわき市中央台飯野1-35-1

四倉店 いわき市四倉町字西2-8-3
平窪店 いわき市平下平窪山土内町7-17
好間店 いわき市好間町中好間字中川原5

ＳＣ城東
店

いわき市平字城東3丁目1-2

ＳＣ草野
店

いわき市平下神谷字仲田120

ＳＣ平尼
子店

いわき市平字尼子町3-4

自治体との調整後、現在の実施予定地を変更の必要がある
場合は以下のマルトグループ関連施設、取引先から別の実
施予定地を準備する

提案資料より抜粋



4-3.業務実施予定地
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１拠点C、Dの候補(C：高齢者施設近郊店舗、D：想定被災地)

店名 住所

本 部いわき市勿来町窪田十条3番1

マルトパワードラッ

グ 窪 田 店いわき市勿来町窪田十条3-1-3

く す り の マ ル ト

鳥 居 店いわき市錦町綾ノ内121番地

く す り の マ ル ト

東 田 店いわき市佐糠町東１－２－２

く す り の マ ル ト

玉 川 店いわき市小名浜住吉字道下34

く す り の マ ル ト

平 店いわき市平字作町２丁目１－１６

マルトパワードラッ

グ 内 郷 店いわき市内郷内町堤田１３３番1

マルトパワードラッ

グ 中 岡 店いわき市中岡町６－９－１２

く す り の マ ル ト

泉 店いわき市泉町一丁目３２番３

く す り の マ ル ト

釜 の 前 店いわき市常磐上湯長谷町山ノ神前２４－３5

く す り の マ ル ト

湯 長 谷 店いわき市常磐下湯長谷町道下１０

く す り の マ ル ト

神 谷 店いわき市平下神谷字後原６２－１

く す り の マ ル ト

ニュータウン店いわき市中央台飯野１－３５－１

マルトパワードラッ

グ 四 倉 店いわき市四倉町字鬼越１３８―４

マルトパワードラッ

グ 君 ヶ 塚 店いわき市小名浜大原字北君ヶ塚171番1

マルトパワードラッ

グ 好 間 店いわき市好間町中好間字田中6番地

マルトパワードラッ

グ 高 坂 店いわき市内郷高坂町八反田５５

く す り の マ ル ト

健康の森 岡小名店いわき市小名浜岡小名字高田10-1

く す り の マ ル ト

健康の森 平窪店いわき市平下平窪字四左エ門内１６－１

マルトパワードラッ

グ 城 東 店いわき市平字城東3丁目1-1

く す り の マ ル ト

草 野 店いわき市平下神谷字仲田85番地

く す り の マ ル ト

尼 子 店いわき市平字尼子町3-1-2

ドラッグストア マルトスーパーマルト
店名 住所

鳥 居 店いわき市錦町綾ノ内121番地

君 ヶ 塚 店いわき市小名浜大原字下小滝１５８－２

谷 川 瀬 店いわき市平谷川瀬二丁目１１番地１０

川 原 田 店いわき市内郷綴町仲田26番地の6川原田117

玉 川 店いわき市小名浜住吉字道下34

泉 店いわき市泉町一丁目３２番３

平 窪 店いわき市平下平窪山土内町3-1

上 中 田 店いわき市錦町上中田７

高 坂 店いわき市内郷高坂町八反田５５

平 五 町 目 店いわき市平字五町目17番地の12

い わ き 市
医療センター前店

いわき市内郷御厩町久世原248

つ づ ら 店いわき市内郷綴町仲田26番地の6

洋 向 台 店いわき市洋向台4丁目1番3

下 湯 長 谷 店いわき市常磐下湯長谷町道下10

林 城 店いわき市小名浜林城字辻前3番地2

窪 田 店いわき市勿来町窪田十条3-1-3

遠 野 店いわき市遠野町上遠野字本町67-2

平 尼 子 店いわき市平字尼子町3-1-2

下 平 窪 店いわき市平下平窪字四左エ門内29-2

岡 小 名 店いわき市小名浜小名浜字高田10-1

草野国道沿い店いわき市平下神谷字仲田２４番

ア ス カ 店いわき市内郷宮町金坂２５０番地の２

調剤薬局 マルト
店名 住所

窪田店 いわき市勿来町窪田十条3-1-3

中岡店 いわき市中岡町6-1-8

君ヶ塚店 いわき市小名浜大原字北君ヶ塚171-1

浅貝店 いわき市常磐湯本町下浅貝7-4

高坂店 いわき市内郷高坂町八反田55

平白土店 いわき市平作町3-1-9

好間店 いわき市好間町中好間字田中6

草野店 いわき市平下神谷字仲田85

衣料のファミリー
店名 住所

駅前店 いわき市勿来町関田西1-2-2

ＳＣ窪田
店

いわき市勿来町窪田十条3-1-2

錦店 いわき市錦町ウツギサキ48-4
東田店 いわき市佐糠町東1-7-4

ＳＣ中岡
店

いわき市中岡町6-1-8

玉川店 いわき市小名浜住吉字搦26-1
泉店 いわき市泉滝尻1丁目7番3
神白店 いわき市小名浜下神白字館ノ腰22-1
ＳＣ君ヶ
塚店

いわき市小名浜大原字北君ヶ塚170

岡小名店 いわき市小名浜岡小名岸前47
内郷店 いわき市内郷内町堤田118
釜ノ前店 いわき市常磐上湯長谷町山の神前24-35

ＳＣ湯長
谷店

いわき市常磐下湯長谷町道下10

ＳＣ湯本
店

いわき市常磐下湯長谷町道下10

ＳＣ高坂
店

いわき市内郷高坂町八反田55

平白土店 いわき市平作町3丁目1-8
神谷店 いわき市平下神谷立田帯18
ニュータ
ウン店

いわき市中央台飯野1-35-1

四倉店 いわき市四倉町字西2-8-3
平窪店 いわき市平下平窪山土内町7-17
好間店 いわき市好間町中好間字中川原5

ＳＣ城東
店

いわき市平字城東3丁目1-2

ＳＣ草野
店

いわき市平下神谷字仲田120

ＳＣ平尼
子店

いわき市平字尼子町3-4

その他取引先法人・団体

グループホームよろこび、ハートフ
ル勿来、ニチイ学館、シルバーレジ
デンス孔輪閣、太陽の里いわき、ケ
アタウンつどい・つどい好間、シニ
アサービスさくら一番館、野の花
ホーム、シニアパンションいわき、
ゆうゆうあん（悠々庵）、特別介護
老人ホームせんだん、市里病院

自治体との調整後、現在の実施予定地を変更の必要がある
場合は以下のマルトグループ関連施設、取引先から別の実
施予定地を準備する

提案資料より抜粋



飛行ルート マルト本部 ↔ 五浦庭園カントリークラブ

14

クラブハウス

練習場

マルト本部

五浦庭園カントリークラブ

業務実施予定地 最終的な実施案



離着陸ポイント ①マルト本部駐車場

15

離着陸ポイント

※赤枠内は関係者以外立ち入り禁止

最終的な実施案



離着陸ポイント ②五浦庭園CCアプローチグリーン

16

※赤枠内は関係者以外立ち入り禁止

離着陸ポイント

最終的な実施案



補助員配置場所

17

マルト本部周辺

飛行実施全体概要

本部五浦庭園カントリークラブ

※補助者はイームズロボティクス2名、ハロー保険様3名
マルト本部周辺3名、五浦庭園CC周辺1名

最終的な実施案



5.業務実施フロー
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振り返り

実証実験の実施時期は、10月上旬～12月中旬を想定

実証実験に向けたスケジュールと各社の役割については以下を想定

報
告
書
・
業
務
報
告

１
０
月
上
旬
～

１
２
月
中
旬

実
証
実
験
実
施

各
種
調
整
業
務

実
証
実
験
前
準
備

ド
ロ
ー
ン
飛
行
申
請

飛
行
計
画
書
の
作
成

関
係
各
所
の
調
整

実
証
実
験
要
件
定
義

現
地
調
査

企
画
提
案

社
内
準
備 メディア・プレスリリース等（必要に応じて）

実証実験実証実験準備実証内容決定

イ
ー
ム
ズ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

マ
ル
ト

社

２
社
間
打
合
せ 【各種調整業務】

自治体との調整、地元住民へのアナウン
ス

2025.2月～3月2024.10月～12月2024.8月～9月2024.7月

提案資料より抜粋



5.業務実施フロー
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振り返り

実証実験の実施時期は、10月上旬～12月中旬を想定

実証実験に向けたスケジュールと各社の役割については以下を想定

報
告
書
・
業
務
報
告

実
証
実
験
実
施

各
種
調
整
業
務

実
証
実
験
前
準
備

ド
ロ
ー
ン
飛
行
申
請

飛
行
計
画
書
の
作
成

関
係
各
所
の
調
整

実
証
実
験
要
件
定
義

現
地
調
査

企
画
提
案

社
内
準
備 メディア・プレスリリース等（必要に応じて）

実証実験実証実験準備実証内容決定

イ
ー
ム
ズ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

マ
ル
ト

社

２
社
間
打
合
せ 【各種調整業務】

自治体との調整、地元住民へのアナウン
ス

2025.2月～3月2025.1月2024.8月～12月2024.7月

最終的な実施案



最終的な全体概要

1. 目的
福島県のロボット・ドローンの社会実装に向けたユースケースの創出事業の一環で、ドローンによる平時及び災害時・緊急

時における物流配送の社会実装を目的として、株式会社マルトと協力のもと、マルト本部から五浦庭園カントリークラブへ
のドローン物流実証を実施。

2.実施内容
（１）ドローンの飛行航路の設定・検証・飛行準備
いわき市勿来エリアのマルト本部から五浦庭園カントリークラブまでのドローンの飛行航路について、現地の状況を確認の上、
安全かつ効率的な配送ができることを考慮し設定する。飛行レベルはレベル３またはレベル３．５を含む運航とし、関係機関
に対し、必要な飛行申請等を行う。
ただし、上記の飛行経路によることが難しい場合には、県と協議をして本事業趣旨に適した飛行経路を設定する。

（２）使用する機体
イームズロボティクス製UAV-E6150MPを使用。

（３）周辺住民との合意形成
飛行経路周辺には住宅があることから、ドローンの飛行に当たって飛行ルート周辺にある住宅には、事前に事業の趣旨及び安
全性について必ず説明を行い、理解を得ること。その際、県及びいわき市と連携し、丁寧な説明を行う。

（４）飛行実証の実施
申請した飛行航路に基づき、いわき市勿来エリアのマルト本部から五浦庭園カントリークラブまでのドローン配送を計画し、
行う。ただし、天候等により実施が出来ない場合などについては、県と協議を行い、代替案を提示する。

（５）報告書の作成
上記(1)～(4)に関する業務内容を報告書にまとめる。

（６）その他
事業期間中は２週間に１回以上の頻度で関係者ミーティング（オンラインを含む）を開催し、関係者間での情報共有を図ると
ともに、開催後に協議録を作成し、関係者で共有する。関係者の範囲については、県と別途協議する。

20



飛行実施全体概要

飛行試験実施者及び責任者

幹事事業者：イームズロボティクス株式会社
現場責任者：事業推進本部ソリューション営業部 宇田 丞
連絡先（携帯電話）：090-4550-1611

実施主体 福島県次世代産業課、イームズロボティクス㈱

協力 いわき市
株式会社マルトグループホールディングス
有限会社ハロー保険サービス
東京海上日動火災保険株式会社 福島支店

種別 実施日 内容 備考

事前確認 2025/1/13（月） 機体準備・機体確認・振動確
認・物流箱格納確認

事前確認 2025/1/13（月） UTM接続方法確認
UTM接続試験

飛行試験 2025/1/13（月）-1/14（火） 実証試験本番 11時～15時（想定）

プレス対応 1/14(火) 11時～15時（想定）

21



全体スケジュール（予定）/工程表

飛行実施全体概要
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マルト社 EAMS 福島県 EAMS
マル
ト社 EAMS

EA
MSマルト社 ハロー保険



試験対応者

飛行実施全体概要

23

略称 役名 役割 人員

オペレータ ドローン操縦者 常にプロポを保持して、離陸開始、着陸補助、万が一緊急対応が必要の際にはマニュア
ル操縦をする

2名（E阿部、E若
狭）

オペレーションエンジニア 全体ディレクター ドローンフライトの全体統括 1名（丸山）

ナビゲータ GCS管理者 GCSを監視して機体姿勢や飛行ルート等に異常がないかチェックし、オペレータへの共有 2名（丸山、木曽）

サポーター1 全体サポート
プレス現場（１）

必要時に各担当のサポート対応をする
プレス現場対応

1名（斎藤）
1名（佐藤）

サポーター2 商品受け渡し支援者
（２）
補助員（３）

注文商品を受け取ってダンボールに詰めたり、施設に届いたダンボールから商品を取り出し
て注文者に渡したりする。

１～2名（マルト関
係者）
3名（ハロー保険
様）

オペレーション統括責任者 現場監督 配送全体が滞りなく運営できているか監視し、必要に応じて指示を出す。プレス対応 1名（宇田※兼任）

現場責任者 緊急連絡先、最終判断者現場だけでは判断できない事態や事故等があった場合の緊急連絡先 兼 最終判断者。 1名（丸山※兼任）



2024年 8月 28日 (水曜日)⋅午後1:00～5:00

いわき市ご担当者様、五浦庭園カントリークラブご担当者様へ
実証概要の説明に伺う。

24

13:00 マルト本部集合
参加者：福島県次世代産業化、いわき市担当者、
マルト担当者、イームズ宇田、渡辺

13:40 移動開始（マルト本部→五浦庭園カントリークラブ）

14:00 五浦庭園カントリークラブ訪問（ご挨拶）
参加者：五浦庭園CC取締役、福島県次世代産業化、
いわき市担当者、マルト担当者、イームズ宇田、渡辺
・概要説明
・着陸ポイントの検討および視察

15:00～15:30 終了

いわき市担当者 ご訪問・ご説明



住民説明/ご訪問・ご説明

25

届け出・申請
11月12日
東京電力パワーグリッド株式会社
茨城総支社送電保守グループ
菊池様 事前連絡 鉄塔高さ確認

１．66kV北茨城線№18鉄塔 地上高： 35ｍ
２．66kV北茨城線№19鉄塔 地上高： 24ｍ

11月13日
勿来土木事務所総務課
鈴木勝様
河川敷内一時使用承認申請書の提出

11月14日 午後1:00～2:00
日本製紙 吉成様
会社訪問 実証内容説明

住民説明
いわき 窪田１行政区の自治会長様他
2024年 12月 5日 (木曜日)⋅午後1:30～5:00

②窪田一丁目 行政嘱託員
2024年 12月 5日 (木曜日)⋅午後1:30～2:00

②地権者
2024年 12月 5日 (木曜日)⋅午後2:00～2:30

⑤勿来町四沢（第一行政区）自治会長
2024年 12月 5日 (木曜日)⋅午後2:35～3:05

⑤-2 勿来町作田（第二行政区）自治会長
2024年 12月 5日 (木曜日)⋅午後3:10～3:40

①窪田１ 行政嘱託員
2024年 12月 5日 (木曜日)⋅午後3:45～4:15

③窪田４ 行政嘱託員
2024年 12月 5日 (木曜日)⋅午後4:20～4:50

実働機関への連絡（実証概要連絡）
1月6日
・いわき南警察署 警備係サカヅメ様
・いわき市消防本部 警防課警防係 半沢様



いわき市様のご協力のもと、12/10発行の広報誌に以下回覧文書として飛行ルート周辺の住民に方への周知を図った

26

回覧文書の作成



１月１３日（月） リハーサル 翌日の本番に向けてリハーサルの実施

27

リハーサルの様子



１月１４日（火） 実証本番

28

実証本番の様子



1/14 実証実験に関するプレス発表を実施

29

プレス発表

プレス発表配布資料



30

プレス発表の様子



今回の実証のポイント
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開始時に不安だった点
・当社は福島県内で数多くの実証をやってきているが「いわき市」は初めてである
・いわき市におけるドローンの社会受容性が全くわからない

→住民説明などは次世代産業課様とマルト様の多大な協力のもと
クリアすることができた

【ポイント】
・地元有力企業と連携したこと（発信力、影響力）

・敷居の高い名門ゴルフコースの全面協力
・プレス発表にいわき市副市長様が来賓
・地元メディアへ直接アプローチ
・平時、有事ともに現職の薬剤師参加によるリアルなシナリオ



実証の反省点、課題

32

参加者企業からの声を中心に今後の課題をまとめた

・衛星電話の使用方法 初めて手にして感覚的に使えない
・補助者への説明不足（何をすればよいのか？）
・飛行開始までの準備時間

マルトグループ様からのコメント
・行政との連携がなければできることが少ない。
あらためて行政との連携がいかに大事か感じた

・医薬品に関しては早い段階で社会実装ができる可能性を感じた
・今後も機会があれば参加させて頂きたい
・回数を重ねることで、本当の災害が起きた時にできる事、時間が変わってくる
一過性のものに終わらせず、定期的取り組みが必要

・コロナなどの感染症で通院が困難な場合、遠隔で受け渡しできる手段を検証する
ことは大変重要だと感じた。病気や高齢で頼れる人がいない場合、新しい選択肢に
なりそうと実感。
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未来のユースケースに向けた取り組み

イームズロボティクスは引き続き「食料品」「医薬品」などの小売業における企業
横断的なドローンの活用を模索し、ユースケース創出に取り組んでいきます。


